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平成19年３月期 第１四半期財務・業績の概況（連結） 平成18年８月４日

     
上場会社名 株式会社もしもしホットライン (コード番号 ： ４７０８ 東証第一部) 

（ＵＲＬ http://www.moshimoshi.co.jp/）    

代 表 者 役職名 代表取締役社長 氏名 高木 尚二  

問合せ先責任者 役職名 広報・ＩＲ室長 氏名 和田 謙司 ＴＥＬ（０３）５３５１―７２００ 

 

１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 

(内容) 法人税等の計上基準に簡便的な方法を採用しております。 

       その他影響額が僅少なものにつき、一部簡便的な方法を採用しております。 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無 

 

２．平成19年３月期 第１四半期財務・業績の概況(平成18年４月１日～平成18年６月30日) 

(１) 経営成績（連結）の進捗状況   (百万円未満切捨) 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期(当期)純利益 

  百万円 ％  百万円 ％  百万円 ％  百万円 ％  

19年３月期 第１四半期 13,757 14.9  1,524 13.8  1,528 12.9  909 10.0  

18年３月期 第１四半期 11,971 14.0  1,339 27.1  1,353 25.7  826 30.9  

(参考) 18年３月期 54,627   6,457   6,718   3,962   

 

  
１株当たり四半期 

(当 期 )純 利 益 

潜在株式調整後 

１株当たり四半期 

(当 期 )純 利 益 

 円 銭  円 銭  

19年３月期 第１四半期 52 61  52 34  

18年３月期 第１四半期 143 84  143 29  

(参考) 18年３月期 681 58  678 50  

(注)１． 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 

２． 平成18年２月３日開催の取締役会決議により、平成18年３月31日現在の株主に対し平成18年４月１日付をもって、普通株式１

株につき３株の割合で株式分割しております。そのため、前連結会計年度に係る１株当たり四半期（当期）純利益、潜在株式調

整後１株当たり四半期（当期）純利益は、当該株式分割が行われる前の数値で表示しております。 

 

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 

当第１四半期連結売上高は、総じて拡大基調が続きました。通信向けサービスが引き続き拡大したほか、金融向けサービスでも定型業

務のアウトソーシング化を推進する動きが更に強まりを見せ、引き続き好調を持続しました。一方、前年第１四半期に受託した一部スポ

ット業務の剥落等の要因から放送、流通、情報向けサービスが前年同期比横ばい乃至減少となりましたが、通信、金融、サービスの好調

によって補い、当第１四半期における連結売上高は、13,757百万円（前年同期比14.9％増）となりました。 

また収益面では新規業務立ち上げに伴う費用が発生し始めていることや、人材需給の逼迫を受けた採用効率の低下が引き続き売上総利

益を圧迫しておりますが、離職率の低減や販管費の抑制をはじめとしたコストダウンに努めた結果、同連結経常利益は1,528百万円（同

12.9％増）、同連結四半期純利益は909百万円（同10.0％増）となりました。 

 

(２) 財政状態（連結）の変動状況  (百万円未満切捨) 

  総 資 産 純 資 産 自 己 資 本 比 率 １株当たり純資産 

 百万円  百万円 ％ 円  銭 

19年３月期 第１四半期 26,379  20,099  76.2  1,165  68   

18年３月期 第１四半期 23,243  16,905  72.7  2,941  28   

(参考) 18年３月期 27,471  19,933  72.6  3,449  15   

(注)  平成18年２月３日開催の取締役会決議により、平成18年３月31日現在の株主に対し平成18年４月１日付をもって、普通株式１株

につき３株の割合で株式分割しております。そのため、前連結会計年度に係る１株当たり純資産は、当該株式分割が行われる前の数

値で表示しております。 
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【連結キャッシュ・フローの状況】  (百万円未満切捨) 

営業活動による 投資活動による 財務活動による 現金及び現金同等物   

キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー 期 末 残 高 

  百万円  百万円 百万円 百万円 

19年３月期 第１四半期 707  △ 3,798  △ 676  10,287  

18年３月期 第１四半期 1,435  158  △ 271  11,071  

(参考) 18年３月期 4,917  △ 209  △ 402  14,055  

 

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 

 (キャッシュ・フローの状況) 

営業活動によるキャッシュ・フローは税金等調整前四半期純利益が増加した一方で、法人税等の支払が増加したことにより、707百

万円の増加となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは資金運用を目的とした短期貸付金の増加を主因として、3,798百万円減少致しました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは配当金の支払及び自己株式の取得を主因として、676百万円減少致しました。 

以上の結果、当第１四半期末の現金及び現金同等物の残高は、期首に比べ3,767百万円減少し、10,287百万円となりました。 

 

（参考） 第１四半期の個別経営成績等の概況（平成18年４月１日～平成18年６月30日） (百万円未満切捨) 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期(当期)純利益 

  百万円 ％  百万円 ％  百万円 ％  百万円 ％  

19年３月期 第１四半期 11,518 17.9  1,240 16.4  1,243 15.9  741 11.5  

18年３月期 第１四半期 9,766 19.8  1,065 21.3  1,073 21.5  665 29.1  

(参考) 18年３月期 46,124   5,500   5,737   3,384   

 

  総 資 産 純 資 産 

 百万円  百万円 

19年３月期 第１四半期 23,526  18,299   

18年３月期 第１四半期 21,003  15,690   

(参考) 18年３月期 24,752  18,301   

(注) 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 

 

３．平成19年３月期の連結業績予想（平成18年４月１日～平成19年３月31日） 

続く第２四半期は、前年受託いたしました選挙向け世論調査業務をはじめとした大型スポット需要の反動減、並びに新規業務立ち上げ

に伴う先行費用の発生等の要因が本格化することから、前年同期比での減速は避けられない見通しであります。従って当連結会計年度の

中間期並びに通期業績予想に関しましては、期初予想をそのまま据え置くことと致します。 

 

 
予 想 売 上 高 予 想 経 常 利 益 予想当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 

中 間 期   26,300   2,550 1,500 

通 期   55,000   6,240 3,650 

※ １株当たり予想当期純利益(通期) 211円68銭 

 

（参考） 平成19年３月期の個別業績予想（平成18年４月１日～平成19年３月31日） 

１株当たり予想年間配当金 
 予 想 売 上 高 予想経常利益 予想当期純利益 

中 間 期 末   

 百万円 百万円 百万円 円 銭  円 銭  円 銭  

中 間 期 22,000 2,130 1,250 22  00 ― ―  ― ―  

通 期 47,700 5,570 3,250 ― ―  30 00  52 00  

※ １株当たり予想当期純利益(通期) 188円49銭 

 

※ 業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、様々な不確定要素が内在しておりますので、実際

の業績はこれらの予想値と異なる場合があります。 

以上 

○ 添付資料 

・ (要約)四半期連結貸借対照表 

・ (要約)四半期連結損益計算書 
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１. (要約)四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円、％) 

当第１四半期末 

(平成18年６月30日) 

前第１四半期末 

(平成17年６月30日) 
増 減 

( 参 考 ) 

前連結会計年度末 

(平成18年３月31日) 

期 別  

 

 

科 目 金 額  金 額  金 額  増減率 金 額  

(資 産 の 部 )      

Ⅰ 流 動 資 産      

現 金 及 び 預 金 10,287 11,071   14,055 

売 掛 金 5,955 4,875   7,125 

た な 卸 資 産 923 1,977   715 

そ の 他 4,959 1,131   1,334 

流 動 資 産 合 計 22,125 19,056 3,069 16.1 23,229 

Ⅱ 固 定 資 産      

有 形 固 定 資 産 1,157 1,254   1,143 

無 形 固 定 資 産 175 217   188 

投資その他の資産 2,920 2,715   2,909 

固 定 資 産 合 計 4,254 4,186 67 1.6 4,241 

資 産 合 計 26,379 23,243 3,136 13.5 27,471 

(負 債 の 部 )      

Ⅰ 流 動 負 債      

買 掛 金 406 370   574 

未 払 金 3,363 3,048   3,546 

そ の 他 2,252 2,635   3,166 

流 動 負 債 合 計 6,022 6,054 △32 △0.5 7,286 

Ⅱ 固 定 負 債      

退職給付引当金 154 171   151 

そ の 他 103 111   99 

固 定 負 債 合 計 258 283 △25 △9.0 250 

負 債 合 計 6,280 6,338 △57 △0.9 7,537 

(資 本 の 部 )      

Ⅰ 資 本 金 ― 998   998 

Ⅱ 資 本 剰 余 金 ― 1,206   1,290 

Ⅲ 利 益 剰 余 金 ― 14,881   17,728 

Ⅳ その他有価証券評価差額金 ― 12   21 

Ⅴ 自 己 株 式 ― △192   △105 

資 本 合 計 ― 16,905 ― ― 19,933 

負債及び資本合計 ― 23,243 ― ― 27,471 

(純資産の部)      

Ⅰ 株 主 資 本      

   資 本 金 998 ―   ― 

    資 本 剰 余 金 1,290 ―   ― 

   利 益 剰 余 金 18,136 ―   ― 

   自 己 株 式 △349 ―   ― 

 株 主 資 本 合 計 20,076 ―   ― 

Ⅱ 評価・換算差額等      

その他有価証券評価差額金 22 ―   ― 

評価・換算差額等合計 22 ―   ― 

純 資 産 合 計 20,099 ― ― ― ― 

負債及び純資産合計 26,379 ― ― ― ― 
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２. (要約)四半期連結損益計算書 

(単位：百万円、％) 

当第１四半期 

(自 平成18年４月１日 

至 平成18年６月30日) 

前第１四半期 

(自 平成17年４月１日 

至 平成17年６月30日) 

増 減 

( 参 考 ) 

前連結会計年度 

(自 平成17年４月１日 

至 平成18年３月31日) 

期 別  

 

 

科 目 
金 額  金 額  金 額  増減率 金 額  

Ⅰ 売 上 高 13,757 11,971 1,786 14.9 54,627 

Ⅱ 売 上 原 価 11,138 9,543 1,594 16.7 43,842 

売 上 総 利 益 2,618 2,427 191 7.9 10,784 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 1,094 1,087 6 0.6 4,327 

営 業 利 益 1,524 1,339 184 13.8 6,457 

Ⅳ 営 業 外 収 益 9 14 △4 △32.7 264 

Ⅴ 営 業 外 費 用 5 0 5 10,339.3 3 

経 常 利 益 1,528 1,353 174 12.9 6,718 

Ⅵ 特 別 利 益 18 54 △36 △66.5 47 

Ⅶ 特 別 損 失 1 9 △7 △80.4 49 

税金等調整前四半期(当期)純利益 1,545 1,398 146 10.5 6,716 

法 人 税 等 635 571 63 11.2 2,753 

四半期(当期)純利益 909 826 82 10.0 3,962 

 

 

 


